














要約:(1)言葉の遅れ、(2)多動、(3)対人関係の遅れ、(4)対立概念の遅れ、(5)緘黙・恐が

りの5つのリスク因子によって、3歳児健診からスクリーニングされた幼児を学習障害(LD)

リスク児として前方視的に追跡した。17 名が学童期まで追跡できた。WISC-R による知能

指数と LD 児診断のためのスクリーニングテストによる学校での適応能力の 2 つから診断

した結果、同じ頻度で健常児(35.3%)、LD 児(35.3%)、精神遅滞児(29.4%)となっていた。

一般的な LDの頻度よりは高く、リスク因子を用いたスクリーニングによって LD の出現率

は高められたが、健常児と精神遅滞児の混在も多く、3 歳児健診からのスクリーニングに

は限界があると思われた。


